
・NKf、Nka、NKb測線は、主測線であるNKN測線のデータを補完するために、各段丘面に３孔のボー
リングを配置し調査を行い、示標テフラや段丘構成層の確認、段丘基底面（旧波食台）の高度とそ
の形態について検討した。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（平面図 NKf、Nka、NKb測線）
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・NKf、Nka、NKb測線付近の段丘面は古期扇状地堆積物（ofd2）
に広く覆われている。

・古期扇状地堆積物（ofd2）は、亜角礫を多く含むが基質支持であ
り、一部に腐植質シルト～シルトからなる湿地堆積物（md1）を挟
在する。

・古期扇状地堆積物（ofd2）もしくは湿地堆積物（md1）に、洞爺火
山灰（Toya）を含む。

dt面

dt面

dt面

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（地質断面図 NKf、Nka、NKb測線）
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・NKN測線は文献が示す「活断層」以北における比較的広い段丘面を対象とした主測線として10孔のボーリングを
配置し、またNKc測線はこのデータを補完するために３孔のボーリングを配置し調査を行い、示標テフラや段丘構
成層の確認、段丘基底面（旧波食台）の高度とその形態について検討した。

注）ボーリング配置が直線状ではなく沢をまたいでいるのは、人工改変の有無や宅地など現地の制約によるものである。
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今泉ほか編（2018）による
活断層，位置不確か
（人工改変・侵食崖）

10m

100m
縦：横＝10：1

地形線凡例
陸域：　　　　　2m格子レーザー測量結果
　　　　　　　　　（2008年）
　　　　　　　　 1/2,500航空測量地形図
　　　　　　　　　（等高線間隔1m，1976年）
海域：　　　　　1/50,000海底地形図
　　　　　　　　　（海上保安庁水路部編，1982年）
※昭和51年作製の1/2,500航空測量図が存在する
　範囲については、以後の造成等の影響が少ない
　ため同図を用いている。

NKN測線

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（平面図 NKN、NKc測線）
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・NKN、NKc測線の段丘面は古期扇状地堆積物（ofd2）に厚く覆われている。

・古期扇状地堆積物（ofd2）は、亜角礫を多く含むが基質支持であり、主に腐植質シルトか
らなる湿地堆積物を３層挟在する。

・湿地堆積物（md2）には、阿蘇４火山灰（Aso-4）を含む。
・湿地堆積物（md3）には、十和田レッド火山灰（To-Rd）を含む。
・湿地堆積物（md4）には、十和田a火山灰（To-a）を含む。

・NKN測線の中央に泊層上限高度の不連続が崖状に認められる。

・崖の東側には、石英粒子に富む円礫混り砂層が泊層を直接覆っており、阿蘇火山灰
（Aso-4）を含む湿地堆積物（md2）に覆われることからMIS5cのM3面堆積物と判断される。

・崖の西側は、堆積物が分布しないものの、後述のNK測線のテフラ層序から標高23m付近
の平坦面をMIS5eのM1面とした。

・これらの結果から、崖はMIS5eから5cにかけての海水準変動に伴う段丘崖と判断される
が、断層崖の可能性について確認するため、NKN-8孔、9孔により泊層中の地質確認を
行った結果、断層は認められない。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（地質断面図 NKN、NKc測線）
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今泉ほか編（2018）による
活断層，位置不確か
（人工改変・侵食崖）

10m

100m
縦：横＝10：1

地形線凡例
陸域：　　　　　2m格子レーザー測量結果
　　　　　　　　　（2008年）
　　　　　　　　 1/2,500航空測量地形図
　　　　　　　　　（等高線間隔1m，1976年）
海域：　　　　　1/50,000海底地形図
　　　　　　　　　（海上保安庁水路部編，1982年）
※昭和51年作製の1/2,500航空測量図が存在する
　範囲については、以後の造成等の影響が少ない
　ため同図を用いている。

NK測線

・NK測線は文献が示す「活断層」北端付近において、逆向きの傾動が示されている比較的広い段丘面を対象とし
た主測線として10孔のボーリングを配置し、またNKd’測線はこのデータを補完するために３孔のボーリングを配
置し調査を行い、示標テフラや段丘構成層の確認、段丘基底面（旧波食台）の高度とその形態について検討した。

注）ボーリング配置が直線状でないのは、人工改変の有無や宅地など現地の制約によるものである。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（平面図 NK、NKd’測線）

132

第325回審査会合
（2019.12.20）

資料1-１ p159 再掲



・NK測線ではNK-2孔、
3孔において、洞爺
火山灰（Toya）を
パッチ状に含む風
成のローム層（lm）
が泊層を直接覆っ
ており、MIS5eに離
水したM1面の根拠と
なっている。

・この西側はNK-4孔
において泊層の低
まりに古期扇状地
堆積物（ofd2）が分
布し、これら起伏の
ある下位層をマント
ルベディングしなが
ら古砂丘堆積物
（odu）が分布してい
る。

・泊層の上限はほぼ
平坦から海側に緩く
傾斜しており、傾動
を示唆する地形は
認められない。

・NKd’測線付近の段丘面は、NKd’1
孔においては風成の古砂丘堆積
物（odu）が泊層を直接覆っている。
NKd’2孔では古期扇状地堆積物
（ofd1）が、NKd’3孔では湿地堆積
物（md1）が、それぞれ泊層を直接
覆っている。

・古期扇状地堆積物（ofd2）は、亜角
礫を多く含むが基質支持であり、一
部に腐植質シルト～シルトからなる
湿地堆積物（md1）を挟在する。

・古砂丘堆積物（odu）に十和田レッ
ド火山灰（To-Rd）を含む。

・今泉ほか編（2018）による傾動は、NK-4孔付近におけるM1面の浸食地形と古砂丘堆積物（odu）
の高まりからなる、やや西傾斜の地形面範囲を判読している可能性がある。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（地質断面図 NK、NKd’測線）
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今泉ほか編（2018）による
活断層，位置不確か
（人工改変・侵食崖）

10m

100m
縦：横＝10：1

地形線凡例
陸域：　　　　　2m格子レーザー測量結果
　　　　　　　　　（2008年）
　　　　　　　　 1/2,500航空測量地形図
　　　　　　　　　（等高線間隔1m，1976年）
海域：　　　　　1/50,000海底地形図
　　　　　　　　　（海上保安庁水路部編，1982年）
※昭和51年作製の1/2,500航空測量図が存在する
　範囲については、以後の造成等の影響が少ない
　ため同図を用いている。

NKS測線

・NKS測線は文献が示す「活断層」北端付近において、最も広い段丘面を対象とした主測線として10孔のボーリン
グを配置し、またNKg測線はこのデータを補完するために5孔のボーリングを配置し調査を行い、示標テフラや段
丘構成層の確認、段丘基底面（旧波食台）の高度とその形態について検討した。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（平面図 NKS、NKg測線）
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・NKS測線ではNKS-1孔、2
孔において、洞爺火山灰
（Toya）をパッチ状に含む
風成のローム層（lm）が
古期扇状地堆積物
（ofd2）及び泊層を直接
覆っており、MIS5eに離水
したM1面の根拠となって
いる。

・これらの層準は、さらに下
位の古期扇状地堆積物
（ofd1）を覆っており、
NKS-5孔において、阿蘇
４火山灰（Aso-4）を基底
に含むローム層（lm）に覆
われる。

・泊層の上限は海側に緩く
傾斜しており、傾動を示
唆する地形は認められな
い。

・今泉ほか編（2018）による傾動は、NKS-3、4孔とこれより西側にみられるような古期
扇状地堆積物（ofd1）の層厚の違いによって、段丘面の傾斜がみかけ緩傾斜になっ
ている範囲を判読している可能性がある。

・NKg測線ではNKg1孔において洞爺火山灰（Toya）が確認
される。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

「活断層」北端付近の地質データ拡充（地質断面図 NKS、NKg測線）
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今泉ほか編（2018）が示す「出戸西方断層帯」北端付近においてボーリング調査を行い、地質データを拡充した結果は、以下のとおりである。

各測線全般について

・今泉ほか編（2018）が示す「出戸西方断層帯」北端付近の段丘面は古期扇状地堆積物に広く覆われている。

・海成段丘については、古期扇状地堆積物の下位にMIS5eのM１面や、MIS5cのM３面が埋没している。

・M１面は段丘構成層が分布しないか極めて薄い砂～円礫層からなる。

・M３面は石英粒子を多く含む円礫混り砂層からなり、阿蘇４火山灰（Aso-4）を含む湿地堆積物に覆われる。

・Ｍ1面の旧汀線高度（泊層上限）は概ね標高26m前後で一定している。

今泉ほか編（2018）による傾動について

・NK測線における今泉ほか編（2018）による傾動は、NK-4孔付近におけるM１面の浸食地形と古砂丘堆積物（odu）の高まりをやや西傾斜の
地形面範囲と判読したものと判断される。

・NKS測線における今泉ほか編（2018）による傾動は、 NKS-3、4孔とこれより西側にみられるような古期扇状地堆積物（ofd1）の層厚の違い
により、段丘面の傾斜がみかけ緩傾斜を判読したものと判断される。

・M１面の旧汀線高度は概ね標高26m前後で一定しており、御宿山北方断層の延長位置及び文献が示す出戸西方断層帯の
延長位置を境して、Ｍ１面の旧汀線高度に系統的な不連続は認められない。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

文献が指摘する「活断層」北端付近の地質データ拡充（まとめ）

136

第325回審査会合
（2019.12.20）

資料1-１ p267 再掲



③同文献が指摘する「活断層」北端付近の地質データ拡充
・M１面の旧汀線高度は概ね標高26m前後で一定しており、御宿山北方断層の延長位置及び文献が示す出戸西方断層帯
の延長位置を境して、Ｍ１面の旧汀線高度に系統的な不連続は認められない。

②断層存否：MK測線
・同文献が指摘する「出戸西方断層帯」位置においてボーリング調査を実施した結果、出戸西方断層の存在を示唆する断
層及び地質構造は存在しない。

②断層存否：IB測線
・同文献が指摘する「出戸西方断層帯」位置においてボーリング調査を実施した結果、IB-1孔～IB-4孔間の泊層とM２面堆
積物との不整合面の勾配は3.7％であり、洞爺火山灰（Toya）の勾配3.6%とほぼ平行に連続していることから、出戸西方断
層を示唆するような断層は推定されない。

・同文献による「断層崖」の西側には、礫混りシルトからなる扇状地堆積物が最大層厚5m程度で分布しており、この東側に
は分布していないことから、文献が指摘する断層崖は、扇状地堆積物の堆積状況を判読したものと判断される。

・今泉ほか編（2018）が指摘する「出戸西方断層帯」の位置には、出戸西方断層の存在を示唆する断層及び地質構造は存
在せず、また、当社の判読基準に基づく「遷緩線」であり、評価を変更する必要はないと判断される。

①変動地形調査結果
・今泉ほか編（2018）が指摘する「出戸西方断層帯」のうち、棚沢川以南については、同文献の断層線は当社の評価と概
ね一致しているが、棚沢川以北については、当社は大局的には西側の山腹斜面と東側の台地との境をなす遷緩線と判
読しており、微視的に見ても山腹裾部から台地にかけての扇状地面分布域を含めて変動地形ではないと評価している。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

文献が示す「出戸西方断層帯」に係る調査（まとめ）
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資料1-１ p268 再掲
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出戸西方断層 約11km

棚沢川北川
馬門川

B測線及び断層南方
延長トレンチ

敷地

中山崎

申請時（H26.1.7）約10km

OT-2露頭

OT-1露頭

【Ｄ－１露頭】
・ＬＣリニアメントに対応する位置において、中位段丘
堆積層に変位・変形を与える西傾斜の逆断層が認
められる。

・断層による変位量は古い地層ほど大きく、十和田
大不動火山灰（約3.2万年前）にまで変位・変形が認
められ、さらに上位の十和田八戸火山灰（約1.5万
年前）には及んでいない。

→第四紀後期更新世以降の活動性を考慮する。

【北方】
・ボーリング調査等の結果、今泉ほか編（2018）によ
る活断層の延長部を横断して、Ｍ1面の旧汀線高度
（泊層上限）は概ね標高26m前後で一定しており、
高度不連続は認められないことから、中山崎周辺
から、太平洋側に連続するような活構造は認めら
れないと判断される。

・MK測線の調査結果から、出戸西方断層の存在を
示唆する断層及び地質構造は存在しない。

【南方】
・尾駮沼南岸及び鷹架沼南岸の調査結果により、砂子又層下部層（S１）、六ヶ所層（R）、中位段丘堆積層
（M１面堆積物）等の累重関係・地質構造・地質年代がより明らかとなり、第四系下部～中部更新統である
六ヶ所層（R）がほぼ水平に分布している。

・したがって、砂子又層下部層（S１）以深の地層に認められる非対称な向斜構造を形成した構造運動は、
六ヶ所層（R）の堆積中及び堆積後、認められない。

【ＯＴ－２露頭】
・薄片観察結果によれば、最新面での
変位センスは逆断層センスである。

・露頭における断層の破砕幅は約
15cmである。

・OT-2露頭からOT-1露頭間にはリニ
アメント・変動地形が判読される。

●南端位置
・C測線（断層南方延長トレンチ位置と概ね一致するＢ測線から南へ約
245mの位置）

・Ｚ測線以南にはリニアメント・変動地形は判読されない。
・出戸西方断層と同じ西傾斜の逆断層が認められない。
・イ断層、ロ1断層、ロ2断層は、連続性が乏しく、累積性がないことから、
これら断層を出戸西方断層の副次的な断層として安全側に評価。

・出戸西方断層及び副次的な断層は、C測線以南に認められない。
・鷹架層の地質構造は、C測線付近を境に南北で異なる。

●北端位置
・OT-1露頭位置
・OT-1露頭以北にリニアメン
ト・変動地形は判読されない。

・薄片観察結果によれば、最
新面での変位センスは正断
層センスであり、出戸西方断
層の逆断層センスと運動セ
ンスは異なる。

・露頭における断層の破砕幅
は約1cmであり小さい。

出戸西方断層の長さは、ＯＴ－１露頭位置（北端）からＣ測線（南端）までの約11kmと評価した。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．１ 出戸西方断層

出戸西方断層のまとめ

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p75 加除修正



２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等

２．１．１ 出戸西方断層

２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形
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二又西方のリニアメント

二又北方のリニアメント

・六ヶ所村二又の北西付近には、Ｅ－Ｗ方向のＬＤリニアメント及びＮ
Ｗ－ＳＥ方向のＬＤリニアメントが判読される。

・二又西方リニアメントは、長さが約1.5ｋｍで、高位面（Ｈ４面）上にみ
られる北側が低い撓み状の崖からなり、両者の直線性はよくない。

・二又北方リニアメントは、長さが約２ｋｍで、山腹斜面上にみられる
南西側が低い傾斜変換部の断続からなる。

・活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメントは、二又
北方リニアメントの南西側の直線状の谷にほぼ位置している。

敷地

敷地

リニアメント・変動地形の分布図
（敷地近傍拡大）

活断層研究会編

「新編 日本の活断層」（1991）
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

二又周辺の空中写真判読図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p77 再掲



・新第三系中新統の泊層及び鷹架層、新第三系鮮新統の砂子又層、第四系下部～中部更新統の六ヶ所層が分布する。

・これらを不整合に覆って第四系中部更新統の高位段丘堆積層が広く分布し、沢沿いの一部に第四系上部更新統の低位
段丘堆積層等が局所的に分布する。

141

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

二又周辺の地質平面図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p78 加除修正



・二又北方のLDリニアメントは、北西－南東方向の直線状の沢を判読したものであり、北東側が高い地形要素を示す。

・この沢を横断して流下する北北東－南南西の谷沿いには、主に粗粒砂岩からなる砂子又層下部層が断続的に露出しており、
礫岩、軽石密集層、軽石質砂岩などの鍵層を挟在する。

・これらの鍵層は、南西に概ね10°前後の一様な傾斜で分布しており、リニアメント周辺の地質構造に不連続は認められない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

二又周辺の地質構造 A-A’断面

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p79 加除修正



・活断層研究会編（1991）が示す二又北方のリニアメントは、北北西－南南東方向の直線状の谷沿いに図示されている。

・この谷沿いには、主に粗粒砂岩からなる砂子又層下部層が断続的に露出しており、軽石密集層を２層準挟在する。

・これらの鍵層は、西南西に概ね10°前後の一様な傾斜で分布しており、リニアメント周辺の地質構造に不連続は認められない。

・また、露頭ｂ、ｆにおいて確認される中位段丘堆積層（M２面堆積物（河成））の基底は、ほぼ同一の標高（約40m）に分布しており、
高度不連続は認められない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

二又周辺の地質構造 B-B’断面

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p80 加除修正



・二又西方のLDリニアメント及び活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメント両側（①断面）において、
高位段丘堆積層（Ｈ４面堆積物）の上面に高度不連続は認められない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

二又西方の地質構造

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p81 加除修正



○六ヶ所村二又の北西付近には、Ｅ－Ｗ方向のＬＤリニアメント及びＮＷ－ＳＥ方向のＬＤリニアメントが判読
される。また、ほぼ同じ位置に活断層研究会編（1991）が確実度Ⅲのリニアメントを図示している。

○ＬＤリニアメント及び活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメントを挟んで、砂子又層下部
層の地質構造に不連続は認められず、高位段丘堆積層（Ｈ４面堆積物）上面にも高度不連続は認められ
ない。

○以上のことから、ＬＤリニアメント及び活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメント周辺には、
第四紀後期更新世以降に活動した断層は存在しないものと判断した。
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まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p82 再掲
２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

二又付近のリニアメント・変動地形のまとめ



２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等

２．１．１ 出戸西方断層

２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形
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戸鎖南方のリニアメント

・六ヶ所村戸鎖南方には、Ｅ－Ｗ方向のＬＤリニアメントが断
続的に判読される。

・戸鎖南方リニアメントは、長さが約３ｋｍで、高位面（Ｈ４面）
と高位面（Ｈ５面）を境する北側が低い崖、高位面（Ｈ５面）上
を開析する北側が低い崖等の連続性のよい配列からなる。

・活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメン
トは、戸鎖南方リニアメントの約１ｋｍ南方の直線状の谷に
ほぼ位置している。

敷地

敷地

リニアメント・変動地形の分布図
（敷地近傍拡大）

活断層研究会編

「新編 日本の活断層」（1991）
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

戸鎖周辺の空中写真判読図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p84 再掲



148

・新第三系中新統の鷹架層、新第三系鮮新統の砂子又層、第四系下部～中部更新統の六ヶ所層、
第四系中部更新統の高位段丘堆積層、第四系上部更新統の中位段丘堆積層等が分布する。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

戸鎖周辺の地質平面図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p85 加除修正
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・ＬＤリニアメントの位置を挟んで、高位段丘堆積層（Ｈ５面堆積物）の下面が
ほぼ水平に連続して分布している。

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

戸鎖周辺の地質断面図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p86 加除修正



明褐色軽石：
オレンジ軽石（ＯｒP）

・淘汰の良い粗粒砂層。

・砂質シルト層。

・粗粒砂層。
・基底に礫を伴う。

・軽石を含むシルト
質な細粒砂。

・平行葉理、黒色斑
点が見られる。・活断層研究会編（1991）による確実度Ⅲのリニアメントの

両側に分布する高位段丘堆積層（Ｈ４面堆積物）の下面に、
高度不連続は認められない。

a

オレンジ軽石
（ＯｒＰ）

火山灰層
（lm）

高位段丘堆積層
（H４）

六ヶ所層
（R）
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

戸鎖周辺の地質断面図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p87 加除修正



・戸鎖南方リニアメントの位置を挟んで、砂子又層下部層が連続して分布している。

・砂子又層下部層の内部構造に不連続は認められない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

戸鎖周辺の露頭スケッチ図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p88 加除修正



○六ヶ所村戸鎖南方には、Ｅ－Ｗ方向のＬＤリニアメントが断続的に判読される。また、約１ｋｍ南方の位置
に活断層研究会編（1991）が確実度Ⅲのリニアメントを図示している。

○ＬＤリニアメントの位置を挟んで、高位段丘堆積層（Ｈ５面堆積物）の下面がほぼ水平に連続して分布して
いる。

○活断層研究会編（1991）による確実度Ⅲのリニアメントの両側に分布する高位段丘堆積層（Ｈ４面堆積物）
の下面に高度不連続は認められない。

○以上のことから、ＬＤリニアメント及び活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメント周辺には、
第四紀後期更新世以降に活動した断層は存在しないものと判断した。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

戸鎖付近のリニアメント・変動地形のまとめ

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p89 再掲



２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等

２．１．１ 出戸西方断層

２．１．２ 二又付近のリニアメント・変動地形

２．１．３ 戸鎖付近のリニアメント・変動地形

２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形
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・活断層研究会編（1991）が図示している確実度Ⅲのリニアメント周辺には、空中写真判読
により、リニアメント・変動地形は判読されない。

・確実度Ⅲのリニアメントは、直線状の谷にほぼ位置し、泊層の安山岩溶岩にリニアメント位
置を挟んで不連続は認められない。

・新第三系中新統の鷹架層及び泊層と、こ
れを覆う第四系中部更新統の高位段丘
堆積層等が分布する。泊層は、主に凝灰
角礫岩及び安山岩溶岩からなる。

敷地

敷地

敷地近傍の地質平面図

活断層研究会編
「新編 日本の活断層」（1991）
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形

老部川（南）上流付近の地質

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p91 加除修正



なす角 37°

真の傾斜 12°

①断面における
みかけの傾斜

約7°

7ﾟの傾斜

写真A

なす
角37°

写真B

・写真に示す露頭には、新第三系
中新統の泊層が広く露出しており、
下位の凝灰角礫岩（Tob）と上位
の安山岩溶岩（Tol）との境界が
明瞭に観察される。

・当該露頭は急崖のため、境界の
走向傾斜を直接測定するのは困
難だが、仮に河床露頭の走向傾
斜（TN4ﾟE、12ﾟW）を用いた場合、
①断面におけるみかけの傾斜は
約7°と算出される。

・大局的な地質分布に基づいて描
かれる①断面での境界の傾斜と、
上記のみかけ傾斜とを下図に重
ねて比べると、両者はほぼ一致し
ており、地質構造解釈として妥当
なものであると考えている。

写真B TN4ﾟE、12ﾟWを示す露頭

北→←南

老部川

5m

凝灰角礫岩
（Tob）2m

老部川

←南東 北西→

安山岩溶岩
（Tol）

凝灰角礫岩
（Tob）

写真Ａ 泊層凝灰角礫岩（Tob）と安山岩溶岩（Tol）との境界
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形

老部川（南）上流付近の地質（TobとＴolの傾斜についての検討）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p92 加除修正



TN65ﾟW、4ﾟSを示す
（平成27年10月撮影）

・活断層研究会編（1991）が図示している確実度Ⅲのリニアメント周辺には、泊層の連続露頭が確認されるが、
断層は認められない。

（平成18年撮影）
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形

老部川（南）上流付近の泊層（凝灰角礫岩）の連続露頭（リニアメント横断部：近傍）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p93 加除修正



・活断層研究会編（1991）が図示している確実度Ⅲのリニアメント周辺には、泊層の連続露頭が確認されるが、断層は認められない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形

老部川（南）上流付近の泊層（凝灰角礫岩）の連続露頭（リニアメント北方延長部）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p94・95 加除修正



○活断層研究会編（1991）は、六ヶ所村老部川（南）上流付近に、確実度Ⅲのリニアメントを図示している
が、確実度Ⅲのリニアメント沿いには、空中写真判読により、リニアメント・変動地形は判読されない。

○確実度Ⅲのリニアメントは、直線状の谷にほぼ位置し、泊層の連続露頭に断層は認められず、泊層の
安山岩溶岩もリニアメント位置を挟んで不連続は認められない。

○六ヶ所村老部川（南）上流付近に活断層研究会編（1991）が図示する確実度Ⅲのリニアメント付近には、
第四紀後期更新世以降に活動した断層は存在しないものと判断した。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．１ 敷地近傍（敷地を中心とする半径５km範囲）の断層等
２．１．４ 老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形

老部川（南）上流付近のリニアメント・変動地形のまとめ

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p96 再掲
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余 白



２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層

２．２．１ 横浜断層

２．２．２ 野辺地断層

２．２．３ 上原子断層

２．２．４ 七戸西方断層

２．２．５ 上原子断層と七戸西方断層の連動

160



横浜断層帯横浜断層

50 10km

・活断層研究会編（1991）「新編 日本の活断層」は、横浜町有畑東方から同町横浜東方にかけて、ＮＮＥ－Ｓ
ＳＷ方向、長さ４ｋｍ、活動度Ｃ、「活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）」の横浜断層を図示・記載し、
開析扇状地に西側隆起20ｍの逆むき低断層崖がみられるとしている。

・今泉ほか編（2018）「活断層詳細デジタルマップ［新編］」は、むつ市中野沢付近から横浜町向平付近に、長さ
約10ｋｍ（図読では約13ｋｍ）、ほぼ南北方向に延びる西側隆起の逆断層帯として横浜断層帯を図示・記載し
ている。

・当社は、むつ市中野沢東方の畑沢川左岸から横浜町有畑東方の鶏沢川を経て、同町横浜南東の荒内川右
岸に至る約13km間に、ＮＮＥ－ＳＳＷ～Ｎ－Ｓ方向のＬＢ、ＬＣ及びＬＤリニアメントを断続的に判読している。こ
のうち、鶏沢川付近から横浜町北東の田ノ沢川付近に至る約４ｋｍ間が活断層研究会編（1991）の横浜断層
に、林崎川付近から荒内川付近に至る約10ｋｍ間が今泉ほか編（2018）の横浜断層帯にほぼ対応する。 横浜断層の空中写真判読図

畑沢川左岸

鶏沢川

荒内川右岸

田ノ沢川

林崎川

中野沢

（図読：断層の端点間の長さを示す。）
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活断層研究会編
「新編 日本の活断層」（1991）

今泉ほか編
「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

文献調査、空中写真判読

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p98 再掲



畑沢川左岸 鶏沢川 荒内川右岸

田ノ沢川

・むつ市中野沢東方の畑沢川左岸から横浜町有畑東方の鶏沢川を経て、同町横浜南東の荒内川右岸に至る約13km間に、
ＮＮＥ－ＳＳＷ～Ｎ－Ｓ方向のＬＢ、ＬＣ及びＬＤリニアメントが断続的に判読される。

・リニアメントは、主に高位面（Ｈ３面、Ｈ４面、Ｈ５面及びＨ６面）の山側向きの崖、鞍部からなり、このうち鶏沢川付近から横浜
町北東の田ノ沢川付近に至る約４ｋｍ間が、活断層研究会編（1991）の横浜断層にほぼ対応する。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

空中写真判読図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p99 再掲



北川代沢・南川代沢
付近の調査結果

蜆沢中流部付近の
調査結果

鶏沢川東方付近の
調査結果

向平付近の
調査結果

松栄付近の
調査結果

三保川付近

南川代沢付近

・新第三系中新統の泊層及び蒲野沢層、新第三系鮮新統～第四系下部
更新統の砂子又層、第四系中部更新統の高位段丘堆積層、第四系上部
更新統の中位段丘堆積層及び低位段丘堆積層等が分布する。

・南川代沢付近から三保川付近にかけての砂子又層には、ほぼＮＮＥ－Ｓ
ＳＷ方向に延びる１背斜・１向斜からなる褶曲構造が認められる。背斜の
東翼部には、東急傾斜の撓曲構造が認められ、この撓曲構造上に西上
がりの逆断層が認められる。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

地質平面図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p100 再掲



・①～③断面付近では、
砂子又層が同斜構造を
示す。

・南方にかけて（④～⑨
断面）、砂子又層に撓
曲及び断層が認められ
る。

・⑩断面付近では、砂子
又層が同斜構造を示す。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

地質断面図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p101 再掲



・反射法地震探査の結果、砂子
又層の撓曲部に西上がりの逆断
層の存在が推定された。

165

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

反射法地震探査結果（鶏沢測線）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p102 再掲



● 鶏沢東方のトレンチ

・トレンチ調査の結果、洞爺火山灰を含む層準に断層変位が及んでおり、その上位の阿蘇４火山
灰を含む層準にも断層による変形が及んでいる可能性を否定できない。

洞爺火山灰を含む層準
南側壁面トレンチスケッチ図

ＷＥ
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

鶏沢川東方のトレンチ調査結果

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p103 再掲



① ②

③
④

⑤ ⑥

⑦ ⑧

⑨ ⑩

・北川代沢では同斜構造が確認され、撓曲構造は北川代沢
まで連続していないことから、当該位置付近を横浜断層の
北端と評価した。

北川代沢

向平

西傾斜 55° 西傾斜 66°

西傾斜 63° 西傾斜 60°

西傾斜 64° 西傾斜 55°

写真左右反転

写真左右反転
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

北川代沢付近の調査結果（北端）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p104 再掲



・反射法地震探査の結果、リニアメント・変動地形の延長位置の砂子又層に
断層及び撓曲構造は認められない。

向平

松栄
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

反射法地震探査結果（向平測線）（南端）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p105 再掲



向平

松栄

ボーリング範囲は、反射法地震探査のCMP番号250～
450にほぼ対応

南側のリニアメント延長位置

OrP
Toya

砂礫：H5面
堆積物

砂子又層上部

・南側のリニアメント・変動地形の北方延長位置で行ったボーリング調
査の結果、砂子又層上部は西緩傾斜の同斜構造を示し、Ｈ５面堆積物
の上面にも有意な不連続は認められない。

・反射法地震探査の結果、リニアメント・変動地形の延長位置の砂子又
層に断層及び撓曲構造は認められない。（前ページ）

横浜断層の南端は、向平と評価した。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

向平のボーリング調査結果（南端）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p106 再掲



横浜断層約15km

・横浜断層の長さは、北川代沢付近（北端）から向平付近（南端）までの約15kmと評価した。

○南端位置
・向平付近
・リニアメント・変動地形の延長位置
の砂子又層に断層及び撓曲構造は
認められない。

・東側が低い高度不連続は認められ
ない。

○北端位置
・北川代沢付近
・北川代沢では同斜構造が確認され、撓
曲構造は北川代沢まで連続していない。

○鶏沢川東方のトレンチ調査位置
・洞爺火山灰を含む層準に断層変位が及んでおり、
その上位の阿蘇４火山灰を含む層準にも断層によ
る変形が及んでいる可能性を否定できない。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．１ 横浜断層

横浜断層のまとめ

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p107 再掲
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層

２．２．１ 横浜断層

２．２．２ 野辺地断層

２．２．３ 上原子断層

２．２．４ 七戸西方断層

２．２．５ 上原子断層と七戸西方断層の連動



野辺地断層※１

上原子断層※１

七戸西方断層※２

野辺地断層※１

上原子断層※１

2.50 10km5.050 10km

野辺地断層

上原子断層

七戸西方断層※２

172

山崎ほか
50万分の１活構造図「青森」（1986）

活断層研究会編
「新編 日本の活断層」（1991）

今泉ほか編
「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（2018）

断層名 長さ 確実度 変位の向き

４ 野辺地断層 7km Ⅱ 西側隆起

５ 上原子断層 2km Ⅱ 東側隆起

６ 天間林断層 9km Ⅱ 西側隆起

７ 十和田市西方断層 6km Ⅲ 西側隆起

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑のあるリニアメント

活 断 層 ：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ、今後
も活動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定される
が、現時点では明確には特定できないもの

断層名 長さ

野辺地断層※１ 約4km（図読）
（推定活断層）

上原子断層※１ 約3km（図読）
（推定活断層）

断層名 長さ

野辺地断層※１ 約7km（図読）

上原子断層※１ 約2km（図読）

七戸西方断層※２ 約22km（図読）

※１：活断層研究会編（1991）の断層名とした。
※２：活断層研究会編（1991）の天間林断層及び十和田市

西方断層を一括して七戸西方断層とした。

（図読：断層の端点間の長さを示す。）

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

文献調査①（野辺地断層、上原子断層及び七戸西方断層）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p109 再掲



・青森県の調査結果によれば、文献が指摘する野辺地断層沿い
に判読されるリニアメント周辺には、第四紀層に断層の存在を示
すような地層の乱れは認められず、リニアメントは組織地形によ
るものである可能性が高いとしている。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

文献調査②（青森県（１９９８）の調査結果）

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p110 再掲



野辺地断層に対応するＬＤリニアメント判読範囲

ＬＤリニアメント南方延長の田代平
溶結凝灰岩の火砕流堆積面

・判読されるＬＤリニアメントは、ほぼ地層境界に対応する。
・ＬＤリニアメント北方延長の高位面（Ｈ４面）及び南方延長の田代平溶結凝灰岩の火砕流堆積面（約40万年前）に断層運動に起因
する変位及び変形は認められない。 174

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

空中写真判読図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p111 再掲



・Ｍ３面、Ｍ２面、Ｍ１面及びＨ５面に、
西側隆起の変形は認められない。

段丘面区分図に示した各段丘面の旧
汀線位置、標高を投影。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

旧汀線高度分布図

まとめ資料
（2018.10.31）

資料1-3 p112 加除修正



H５面

M３面

0 500 1000 1500 2000 2500 3000 3500 4000 4500

標高
( m )

40

20

0

100

80

60

-20

-40

120

140

160

標高
( m )

40

20

0

100

80

60

-20

-40

120

140

160
H４面

1/2.5万 地形図 DEM 国土地理院
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・①②断面に示すＭ３面の勾配は、海底勾配と概ね調和的
であり、その平面形態も併せて考えると、小池・町田
（2001）が指摘するような海成段丘であると考えられる。

・それより上位の高位面群は、海底勾配よりやや急な傾斜
を示すものの、段丘構成層が河成層（砂礫）を示すことか
ら、小池・町田編（2001）が指摘するような扇状地性段丘
群であると考えられる。
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1/2.5万 地形図 DEM 国土地理院
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・③断面に示す段丘面の勾配は、海底勾配と概ね調和的ないし
はやや急であるが、ボーリングコアで確認される堆積物の状況
も併せて考えると、小池・町田編（2001）が指摘するような扇状地
性段丘群であると考えられる。

・④断面に示す段丘面の勾配は、海底勾配と比べて有意に急傾
斜であるが、ボーリングM-1からM-4にかけて確認される堆積物
の状況と地層の連続性から、小池・町田（2001）が指摘するよう
な扇状地性段丘群であり、撓曲変形によるものではないと考え
られる。 縦：横＝10：1
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To-Of・⑤断面に示すＭ２面の勾配は、海底勾配と概ね調和的であり、その平面形態から海成段丘であると考
えられる。

・⑤断面に示す高位面の勾配は、海底勾配と比べて有意に急傾斜であるが、④断面の事例から、小
池・町田編（2001）が指摘するような扇状地性段丘群であり、撓曲変形によるものではないと考えられ
る。

・⑥断面に示す中位段丘面は、海底勾配と概ね調和的ないしはやや急であるが、ボーリングコアで扇
状地性堆積物（柱状図中水色表記）が確認されることから、その影響が表れているものと考えられる。

縦：横＝10：1
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・両断面に示すＭ２面の勾配は、海底勾配と概ね調和
的ないしはやや急であるが、ボーリングコアで扇状地
性堆積物（柱状図中水色表記）が確認されることから、
その影響が表れているものと考えられる。

・両断面図に示す高位面群の勾配は、海底勾配と比べ
て有意に急傾斜であるが、④断面の事例から、小池・
町田編（2001）が指摘するような扇状地性段丘群であ
り、撓曲変形によるものではないと考えられる。

縦：横＝10：1
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・⑨断面に示すＭ３面の勾配は、海底勾配と概ね調和的であり、その平面形態も併せて考えると、
小池・町田編（2001）が指摘するような海成段丘であると考えられる。

・それより上位の高位面は、海底勾配よりやや急な傾斜を示しており、周囲の高位面と同様、小池・
町田編（2001）が指摘するような扇状地性段丘であると考えられる。

縦：横＝10：1
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野辺地断層に対応するＬＤリニアメント判読範囲

添ノ沢付近のルートマップ

・文献が指摘する野辺地断層周辺には、新第三系中新統の小坪川層、松倉山層及び市ノ渡層、第四系中部更新統の古期低地堆積
層及び高位段丘堆積層等が分布する。

・ＬＤリニアメント沿いには、断層露頭は認められない。

181

２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
２．２．２ 野辺地断層

地質平面図
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・リニアメントは、小坪川層と市ノ渡層また
は高位段丘堆積層との境界にほぼ対応
することから、相対的に硬質な火山岩類
からなる小坪川層と、相対的に軟質な堆
積岩からなる市ノ渡層または未固結の
高位段丘堆積層との岩質の差を反映し
た浸食地形であると判断した。

・市ノ渡層は、東に約30゜傾斜する同斜構
造を示し、下位の小坪川層を不整合に
覆う。また、高位段丘堆積層は、下位の
小坪川層及び市ノ渡層を不整合に覆い、
地形なりに堆積している。
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地質断面図
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・リニアメントを挟んだ両側の段丘面対比が妥当かどうか確認するため、
リニアメントの両側でボーリング調査を実施し、テフラ層序や段丘堆積
物の観察・火山灰分析を行った。
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２．敷地周辺陸域の断層等の評価 ２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層
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野辺地断層北方のLDリニアメント位置におけるボーリング調査位置
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・ ボーリング調査の結果、下位より新第三系中新統の小坪川層、第四系中部更新統の古期低地堆積層並びに高位段丘堆積層、第四系中部～上部更新
統の火山灰層が分布する。

・高位段丘堆積層以浅の地層は、LDリニアメント（鞍部）の両側で連続性が良く、「テフラ層序」「火山灰層・段丘堆積層それぞれの層厚」が両側でほぼ同一
であることから、同一の段丘面に対比されるものと判断される。また、高位段丘堆積層は、地形面の高度分布、層相、示標テフラとの関係からＨ４面である
と判断した。

・リニアメント位置直下の小坪川層ないしは貫入岩の上限面（不整合面）は、西側が高い高度差を有しているが、高位段丘堆積層の上面及びＯｒＰに高度不
連続は認められないことから、第四紀後期更新世以降に活動した断層は存在しないものと判断した。

SW

←
ＮＥ
→

火山灰分析用
試料：M-2-①

火山灰分析用
試料：M-3-①
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野辺地断層北方のLDリニアメント位置におけるボーリング調査結果
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・活断層研究会編（1991）の「活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）」及び判読されるＬＤリニアメントの位置を挟んで、古期低地堆積層
が５°～８°東傾斜して分布しており、断層運動に起因する変位及び変形は認められない。
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東北町添ノ沢付近の古期低地堆積層の分布
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工藤・植木（2006）から
引用・一部着色

・倉岡川におけるフィッション・トラック法年代測定の結果（下位テフラ：0.4±0.1Ma）は、文献が示す値（0.4Ma）と同等である。

図：工藤・植木（2006）
から引用・一部着色
年代値：村岡（1991）
から引用

注）平面図中の断面番号は七戸西方断層の資料中の番号と対応している。 186
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古期低地堆積層の年代観
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○文献が指摘する野辺地断層周辺にはLDリニアメントが判読されるが、このうち、北部のＬＤリニアメントは、小坪
川層と高位段丘堆積層（Ｈ３面堆積物）あるいは松倉山層との地層境界にほぼ対応し、南部のＬＤリニアメントは、
主に小坪川層と市ノ渡層あるいは高位段丘堆積層（Ｈ２面堆積物及びＨ３面堆積物）との地層境界にほぼ対応す
ることから、相対的な岩質の硬軟の差を反映した浸食地形であると判断される。

○地形断面の検討の結果、野辺地断層北方延長位置において、Ｈ３面以降の段丘面に西側隆起の変形は認めら
れず、また、南方延長の田代平溶結凝灰岩の火砕流堆積面に断層運動に起因する変位及び変形は認められ
ない。

○北部のＬＤリニアメントについては、ボーリング調査の結果、高位段丘堆積層（Ｈ４面堆積物）の上面及びＯｒＰに
高度不連続は認められない。

○地表地質調査の結果、古期低地堆積層は、添ノ沢付近においてLDリニアメントを挟んで５°～８°東傾斜を示し
ており、断層運動に起因する変位及び変形は認められない。さらに南方の栗ノ木沢、山屋及び大林川周辺では
リニアメント周辺で４°～14°東傾斜を示しており、リニアメント近傍で傾斜が大きくなるなどの傾向は認められ
ない。

・文献が指摘する野辺地断層付近には、第四紀後期更新世以降に活動した断層は存在しな
いものと判断した。
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188

２．敷地周辺陸域の断層等の評価

２．２ 敷地を中心とする半径30km範囲の断層

２．２．１ 横浜断層

２．２．２ 野辺地断層

２．２．３ 上原子断層

２．２．４ 七戸西方断層

２．２．５ 上原子断層と七戸西方断層の連動




